
Kutadanta-suttaに 於 け る 祭 式

引 田 弘 道

Digha-Nikaya第 五 所収 のkutadanta-suttaは, バ ラモ ンkutadantaが 盛 大 な祭

式(maha-yanna)を 何 百頭 もの牛や山羊等 を祭柱 に縛 り, これ らを屠 って行 なお う

としたがその祭式 の正 しい方法 を知 らず, 仏 陀 の許へ赴いて教 えを請 うた ところ, 

遠 い過去世 のMahavijita王 の 物語を例に とって逆に祭式 よ りもず っと果 報 の あ

る ものは何 かとい うことを順次 に教 え られ, 終 に仏教 に帰依す るよ うになった こ

とをその内容 の骨子 とす る もの である。本稿 では対応 する漢訳 『究羅檀頭経』<大

正1, 96-101頁)を 参照 しなが ら, 特 にこの経に説かれてい る祭式の内容につい

て考察 を加 え, さ らに このパ ー リ支 ・漢訳の, 祭 式 を中心 とした編集の意図を明

らか に してみたい。

まず この経典 に散見 され るmaha-yannaと は一体何 であるのか とい うことが問

題 になる。 漢訳 では 「大祀」 とあ り, PTS.の 辞 書 ではthegreatsacrificeと 英 訳

され てい る。 一方, このmaha-yanna(Skt. maha-yajna)は ヒ ン ドゥー教 では 「五

大祭式」(panca-yajna)を 示 す ことも広 く知 られ ている。 それでは この経 は全 くこ

の五大祭式の ことを念頭 にお くことな く編 集 されてい るのであろ うか。 この疑 問

を解 くため にまず マヌ法典に説かれてい るこの五大祭式の内容を調 べてみ る。

adhyapanam brahma-yajnah pity-yajnas to tarpanam,

homo daivo balir bhauto nryajno 'tithi-pujanam. (Ms. 111-70)

(ヴ ェーダ)の 教授はブラフマンへの祭式, タルパナは祖霊 への祭式,

護摩は神への祭式, バ リは鬼霊への祭式, 客への饗応は人間への祭式である。

い まこの偶 を指標 として本経 を考察 してみ ると, この偶 それ 自体 は存在 しない

ものの, この偶 を構成す るadhyapana, tarpana, homa, bai, atithipujanaに 関連す

る語 句が発見 され るので ある。即 ち,

(1) ajjhayako manta-dharo tinnam vedanarn paragu...(p. 138)

(2) alam eva saddhena kulaputtena dassanaya upasamkamitum...(p. 133)

(3) medhavi pathamo va dutiyo va sujam pagganhatanam. (p. 138)

(4) raja evam sakantake janapade sa-upapile balim uddhareyya,...(p. 135)

(5) atithi kho pan'amhehi sakkatabba garukatabba...(p. 133)
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これ らの うち(2)のsaddhaは 「裡聾祭」(Skt. sraddha)で は な く 「信心 ある」の

意味で, また(4)のbaliは 「バ リ供養」 ではな く 「税金」の意味で用い られてい る。

また(3)のsuja(Skt. sruc)は ホ ーマの時 に用い る祭具の杓子で ある。 この よ うに

この経の語句, (1)ajjhayaka, (2)saddha, (3)suja, (4)bali, (5)atithiは そ れぞれ五

大祭式のadhyapana, tarpana, homa, bali, atithiと 関連 してい ることがわか るの

であ る。一方漢訳で は(1)と(5)の 対応語 しかな く, パ ー り文に比 べて この 「五大祭

式 」を念頭 においた編集 はな されていない ように思 われる。

次 に この経 の祭式 を考察 をする上 で, パ ー り文 にはな く漢訳 にのみ現 われ る箇

所 を注 目す ぺきであろ う。 この漢訳 の箇所 が無雑作 に挿入 され た ものである のか,

あ るいは このパー り文 と何 らかの関連 性を もっているのかをまず考察 してみ る こ

とが必要 に思 われ る。い ま この箇所 を示す と,

(A)王 聞語已即於城東起新堂舎。王入新舎被鹿皮衣。以香麻油塗摩其身。又以鹿角載之

頭上。牛尿塗地坐臥其上。及第一夫人婆羅門大臣。選一黄蓉牛。一乳王食。一乳夫人

食。一乳大臣食。一乳供養火衆。蝕与檀子(99頁 上)

(B)爾 時刹利王水澆頭種。以十五日月満時出彼新舎。於舎前露地然大火績。手執油瓶注

於火上。唱言与与。(100頁 上)

(C)彼 王大祭祀時, 不殺牛羊及諸衆生。唯用麻乳麻油蜜黒蜜石蜜以為祭祀。(100頁 中)

以上 の一連の祭式の うち最後の(c)の箇 所 にめみ対応 するパー り文 が認 め られ,

しか も漢訳 よ りもよ り詳 しく説 かれている。即 ち, 

(C') tasmim kho brahmano yanne n'eva gavo hannimsu na a jelaka hannimsu na kuk-

kuta-sukara hannimsu, na vividha pang samghatam apajjimsu, na rukka chijjimsu

yupatthaya, na dabba luyimsu barihisatthaya, ye pi'ssa ahesum dasa ti va pessa ti

va kammakara ti va to pi na danda-tajjita na bhaya-tajjita,na assu-mukha ruda-

mana parikammani akamsu (p. 141)

(A)と(B)は パ ー リ文 に対応 がな く, 漢 訳(C)と パ ー り文(C')と は一応 の

対応 をみ る もの の(C)の ほ うがは るかに詳細 に説 かれてい るとい うこみ い った

状態 を解決 するための手 がか りと して, Majjhima-Nikaya第 五 十 一 所 収 のKan-

daraka-sutta中, 自 らを苦 しめ他人を苦 しめ る行 の例 としてあげ られる箇 所1)は

注 目に値 しよ う。即 ち(A)と(C)と を合わせた文 がまとま って現 われ てい る

ので ある。

(D1) Idha bhikkhave ekacco puggalo raja va hoti khattiyo muddhavasitto brahmano

va mahasalo. so puratthimena nagarassa navam santhagaram karapetva kesa-mas-

sum oharetva kharajinam nivasetva sappitelena kayam abbhanjitva maga-visanena
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pitthim kanduvamano santhagaram pavisati saddhim mahesiya brahmanena ca

purohitena. so tatthe anantara-hitaya bhumiya haritupattaya seyyam kappeti.

Ekissa gaviya sarupa-vacchaya yam ekasmim thane khiram hoti tena raja yapeti,

yam dutiyasmim thane khiram hoti mahesi yapeti, yam tatiyasmim thane khiram

hoti tena brahmano purohito yapeti, yam catutthasmim thane khiram hoti tena

aggim juhanti, avasesena vacchako yapeti.

(D2) So evam aha: Ettaka usabha hannantu yannatthaya, ettaka vacchatara hannantu

yannatthaya, ettika vacchatariyo hannantu yannatthaya, ettaka aja hannantu yan-

natthaya, ettaka urabbha hannantu yannatthaya, ettaka rukka chijjantu yupatthaya,

ettaka dabbha luyantu barihisatthaya ti. Ye pi'ssa to honti dasa ti va pessa ti va

kammakara ti va to pi danda-tajjita bhaya-tajjita assu-mukha rudamana parikam-

mani karonti (MN. vol. I, pp. 343-44)

この文が基本 となってパ ー り文の(C')と 漢訳(A)と(C)に 分 散 して現われて

い る ことは一 目瞭然で ある。即 ち,

一 文
(D1)-→(A)

否 定辞 を挿入

(D2)-→(C)と(C') 但 し(C)は か な り省略 され てい る。

この経は祭式の無効性を強調す る目的で編集されたものである故, MN.中 の

Kandaraka-suttaの この一文を採用しながらもそれを否定する形式に変形 させた

と思われるのである。しか もパーり文のほ うは否定の形を特に重視 して(C')と

して説き, 漢訳のほうは祭式の描写を重視 して(A)と(C)の 形で説いたのであ

ろう。 ここにも漢訳とパーリ文との編集の意図の違いがわかるのである。

一方, (B)の 位置づけは残念ながらはっきりとしない。MN.の 当該 箇所 とも

何 らの関連性 もなく他の経典を調べてみる必要があるように思われる。ただ漢訳

『典尊経』(大正1, 32頁 中)及 び異訳の 『大堅固婆羅門縁起経』(大正1, 211頁

上)に, (B)と 類似した表現が認められる2)。

時大典尊於彼城東,造 閑静室。……時大典尊以十五日月満時,出 其静室於露地坐。(『典

尊経』)

当芯傷布薩白月十五日。即於彼処。依婆羅門法。以新崔摩夷。先塗其地。然作四方火

壇。其壇中心復作火炉。……施作火事。(『大堅固婆羅門縁起経』)

この経の十五 日, 満月の布薩の時に亦屋 より出て祭火壇を作 りホーマを行な う

とい う内容は(B)と 酷似している。前後の文脈は一致しないものの, この箇所

だけをとり上げれば, おそらく 『典尊経』の中のこの部分 と 『究羅檀頭経』の

(B)は 同種の源泉より借用されたのではないかとい う推測も可能になるのである。
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以上 の如 く漢訳(A)(B)(C)及 びパ ー リ文(C')の 関 連 についての考察 をな し

たが, それ では この原形 とされ るMN.所 収 の(D1), (D2)は 如 何な る祭 式なので

あろ うかとい う疑 問が生 じる。 この場合漢訳(B)は 未 だ明 らかではな く, (D1),

(D2)と の 関連 もない故, 本 稿の考察の対象 としない ことにす る。 さらに(D2)は

(D1)と 比 べて祭式の一般的記述の感が強 く, この祭式の所 属を決 定す るて が か

りとはな らないよ うに思 われ る。 それ故(D1)の み を問題 とし, い ま この箇 所 の

和訳 を試み ると,

比丘たちよ, ここに灌頂をうけたクシャトリヤの王あるいは大家のバラモンがいる。彼

は城の東方に新しい堂を造らせて, 髪髪を剃らせ粗い獣皮の衣服を着, 蘇油を身体に塗

り, 皮の角で背中をかきながら王妃, バ ラモンの宮廷祭官とともにその堂に入 る。彼は

その牛糞の塗かれたばか りの, む き出しの地の上に臥す。同じ形の子牛のいる一頭の牝

牛の第一の乳房にある乳をもって王は生命を保持 し, その第二の乳房にある乳をもって

王妃は生命を保持し, その第三の乳房にある乳をもってバラモンの宮廷祭官は生命を保

持 し, その第四の乳房にある乳をもって祭火に献供し, その残をもって子牛は生命を保

持する。

クシ ャ トリヤ の王 が干 与 で き る祭 式 を 調 べ て み る と, Sutta-nipatha303に

assamedha, purisamedha, sammapasa, vacapeyya, niraggalaの 五 種 の 祭 式 が 列挙

され ている。

その うちvacapeyya(Skt.vajapeya)に 注 目す る必 要 が あ ろ う。 とい うの も

Satapatha Brahmana IX.3.4.8.に 王(rajan)はrajasuyaを 行 な って後, vajapeya

を 行 なって大王(sarnrat)に な る と述べ られ ているか らである3)。 即 ち,

実に彼はまずrajasuyaを 行 って次にvajapeyaを 行 う。実にrajasuyaを 行 って王 にな

り, vajapeyaを 行 って大王(sarnrat)に なるのである。まず王国が(生 じ)次 に大王の

領土が(生 じる)。それ故vajapeyaを 行 って後にrajasuyaを 行 うべきではない。大王

である者が王になるとい うような身分の降格が生じるから。

以上の記述 は本経のMahavijita王 が 行 なった祭式の 目的 と大 変 よ く合致す る。

即ち既 に王の灌頂式を終了 した(muddhavasitta)彼 は さらに大 王(Samrat)に な ろ

うとして この祭式を行 な った と思われ るのであ る。

それ故, このvajapeya4)の 祭 式 を調べ ると, これ はソーマ 祭 の 一種 と され,

diksa・upasad・ ソーマの圧搾 より構成 され る。 この うちソーマ 祭 の 前 に祭 祀 者

と彼の妻 に よって行 なわれ るdiksaが 先 述 の(A)・(D1)に 酷 似 して い る よ うに

思われ る。そ こでSB.よ り(A), (D1)に 関連す るところを抜粋す ると,

tac chalam va vimitam va pracina-vamsam minvanti. (III-1-1-6)
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sa kega-gmagru vapati (111-1-2-9)

tasminn etam tvacam adadhur vasa eva (111-1-2-16)

athagrena galam tisthann abhyankte (111-1-3-7)

athainam salam prapadayati (111-1-3-28)

daksinenahavaniyam pracina-grive krsnajine upastrnati (111-2-1-1)

sa vai jaghanandha ivagra asita (III-2-1-9)

diksitah krsna-visanayaiva kanduyeta (111-2-1-31)

tad esa eva vratayati nagnau juhoti. (111-2-2-10)

この うちまず堂舎 について, (A), (D1)と もに城の東 に亦 屋(santhagara)を 建

てるとあ るが, SB.で は亦屋(sala)ま た は梁 が西か ら東 に伸 び た亦屋(vimita)を

建 てる とあ る。また衣服 は(A)で 鹿 皮, (D1)でkharajina, SB.でtvacと あ る。

亦屋のうちでは, (A)(D1)と も牛糞を塗った地上に臥すとあるが, SB.で は頭が

東に向いた二枚の黒鹿の皮の上に坐 るとある。鹿の角の使用法は(A)で 頭上に戴

せるとあり, (D1)で 背中をか く, SB.で ただか くとだけある。最後に亦屋の内で

王 ・王妃 ・バ ラモン宮廷祭官が牝牛のそれぞれの乳房の乳のみで生命 を保 う と

(A)・(D1)に あ るが, SB.で は ただ単 に乳 だけを飲 む こと(vrata)を 行 うとあ る

のみで ある。 このよ うに細部 についてはかな り相違点 があるに もかかわ らず, ㍉こ

の(A)(D1)の 祭 式 の内容 はSB.に 説 くdiksaと ほ ぼ同 じであろ うと思 われ るの

である。

以上の ことよ りこの経 はMahavijita王 がvajapeyaの 祭 式を して大王(Samrat)

に な ろ うとした ことを物語 ってお り, パ ー リ文 のほ うはその祭式 の無効性 を強調

した形で, 漢 訳の ほ うは祭式, 特 にdiksaの 箇 所 を採 り上 げて編集 され たと考 え

られ る。

1) そ の他Anguttara-Nikaya, vol.2, PP.207-208, Puggala-pannatti, P.56,『 阿 毘 選

磨 集 異 門 足 論 』 巻 九(大 正26, 406頁 中)。

2)『 典 尊 経 』 はパ ー リ本 に近 く,『 大 堅 固 婆 羅 門 縁 起 経 』 は梵 本 に近 い 内容 を もつ と さ

れ る。「末 木 文 美 士 『典 尊 経 』(『月 刊 ア ー ガ マ』59号)注(165)を 参 照 。 ま た本 経 の

諸 本 を 対 照 させ た も の と し て, K. Hahlweg, DasMahagovinda-Sutra. Eine verglei-

chende Analyse der indischen und chinesichen Versionen, MUnchen, 1954.が あ る。

3) このrajasuyaとvajapeyaを 行 う順 に つ い て は種 々 の見 解 が あ る。kane, History of

Dharmasastra(Poona, 1974)vol.II, partII, p.1214参 照 。

4) ソー マ祭(jyotistoma)に は, agnistoma, ukthya, atiratra, atyagnistorna, sodasin,

vajapeya, aptoryamaの 七種(samstha)が あ る。

5) diksaに つ い て の 内容 及 び研 究 文 献 の紹 介 に つ い て は, A.B. Keith, The Religion

and Philosophy of the Veda and Upanishads(H.O.S. vol.31, Delhi, 1970)pp.300

-303を 参 照 。(愛 知 学 院 大 学 講師)
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